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お問い合わせ Z130500 

1 

Ａ 

図形の面積を測る方法を教えてください。 

「情報」メニューの「多点（面積）計測」で、操作モードの「要
素指定」を使って図形の外郭線をピックすると、図形の面積と周
長を計測することができます。 

汎用機能 

Ｑ 

「情報」メニューから「多点（面積）計測」を選びます。 1 

「操作モード切替」から「要素指定」を選びます。 2 

計測する図形の周囲をクリックすると、「多点（面積）計測」ダイアログに「面積」と「周長」が表示
されます。 3 

・「要素指定」で計測する図形の領域は閉じている必要があります。図形に少しでも隙間があると計測できません。 
図形に隙間がある場合は、操作モードを「多角円形」にして計測する周囲を順にクリックします。 

※「多点（面積）計測」ダイアログの各項目

勾配 計測する図形の面積に勾配を
考慮します。 

面積 計測した面積を文字列として
図面に配置します。 

マウス指定 「面積登録」で、任意の位置に
面積を配置します。 

拡張ボタン 
（ ） 

面積の表記法、丸め方法、小数
点以下桁数を設定します。 

汎用機能_1



お問い合わせ Z130140 

1 

Ａ 

線分や文字の色を変更する方法を教えてください。 

「情報」メニューの「要素属性変更」を使用して、ペン番号を変
更します。 

汎用機能 

Ｑ 

「情報」メニューから「要素属性変更」を選びます。 1 

線分や文字をクリックします。 
※ 複数のデータを選ぶときは、Ctrlキーを押しながら順にクリックして最後にポップアップメニュー
の「OK」（または Enterキー）を押します。

2 

「要素属性変更」ダイアログで「ペン番号」を変更して、「OK」をクリックします。 3 

・この機能を使用して、レイヤの入れ替えも可能です。

汎用機能_2



お問い合わせ Z130200 

1 

Ａ 

間隔を指定して平行線を描く方法を教えてください。 

「線分」メニューの「平行線」を使用して、平行線を入力します。 

汎用機能 

Ｑ 

「線分」メニューから「平行線」を選びます。 1 

指定した線分と同じ長さの平行線を入力するときは、「平行線」ダイアログの「固定長」を ONにしま
す。 
※ 平行線の長さを指定したいときは、「任意長」を ONにします。
※ 指定した図形の線分に平行な線を入力するには「自動内法」を ONにします。

2 

基準線をクリックして、平行線を引く方向をクリックします。 3

汎用機能_3



お問い合わせ Z130200 

2 

・「平行線」ダイアログで「次へ」をクリックすると、同じ間隔の平行線を連続して入力することができます。 

「平行線」ダイアログの「平行線間隔」に基準線からの距離を入力して、「OK」をクリックします。 4 

汎用機能_4



お問い合わせ Z130450 

1 

 

・同一図面上での入力時は、ONの状態を保持していますが、別の図面を開いたときは ONの状態は引き継がれま
せん。 

・入力した補助線を、出力される要素に変更したいときは、「情報」メニューの「要素属性変更」で、「レイヤ」を
「000 補助点線」から「001 データ 001」～「005 データ 005」に変更します。 

・ZEROを起動している間、「補助レイヤ入力切替」の ONの状態は有効のままですが、一旦 ZEROを終了すると解
除されて OFFになります。ZEROを再起動して、同一図面を開いたときには再設定が必要になります。 

Ａ 

捨て線として印刷に出ない仮の線を入力する方法を教え
てください。 

ツールバーの「補助レイヤ入力切替」を ONにして、線分を入力
します。 

汎用機能 
 

Ｑ 

汎用機能_5



お問い合わせ Z130180 

1 

Ａ 

表に Excelデータを取り込んで入力する方法を教えてく
ださい。 

「文字」メニューの「表入力」を使用して、Excelファイルを取
り込みます。 

汎用機能 
 

Ｑ 

「文字」メニューから「表入力」を選びます。 1 

「表」ダイアログの「Excel取込」をクリックします。 
※ Microsoft Excelがインストールされていない場合は、「Excel取込」ボタンをクリックすることが
できません。 

2 

「Excel取込」ダイアログの「参照」をクリックします。 3 

汎用機能_6



お問い合わせ Z130180 

2 

保存先より Excelファイルを選び、「開く」をクリックします。 4 

「Excel取込」ダイアログの「Excel取込み実行」をクリックし、確認画面で「OK」をクリックします。 5 

「Excel取込」ダイアログの「OK」をクリックします。 6 

汎用機能_7



お問い合わせ Z130180 

3 

 
「表」ダイアログにデータが取り込まれたことを確認して、「OK」をクリックします。 7 
表の配置位置をクリックします。 8 

・読み込み可能な Excelのファイル形式は、「.xls」「.xlsx」「.xlsm」「.xlsb」です。 
 
・取り込める Excelデータの行数と列数は、100行／100列までです。 
これを超えるデータを取り込む場合は、取り込み確認のメッセージが表示されます。 
確認画面で「はい」を選ぶと、100行 100列まで取り込み、それ以上の内容は取り込まれません。 

・マイクロソフト社からリリースされている Office製品（Excel／Wordなど）には、「ストアアプリ版」と「デス
クトップアプリ版」の 2種類があります。 
ZERO Ver.6（Build：26003）以降は、どちらがインストールされていても「Excel取込」の機能を使用できま
すが、それ以前は「ストアアプリ版 Office」に対応していません。その場合は、バージョンアップしていただく
か、「デスクトップアプリ版 Office」への入れ替えをお願いします。 

汎用機能_8



お問い合わせ Z130460 

1 

Ａ 

表を大きくする方法を教えてください。 

汎用機能 

Ｑ 

「変形」メニューから「伸縮」を選びます。 1 

「伸縮」ダイアログの「数値指定」を ONにします。 2 

倍率を指定して伸縮する方法 

伸縮するデータを選択して、伸縮の基準点をクリックします。 3

「変形」メニューの「伸縮」で、倍率や縮尺、またはマウスで 
範囲を指定して変形できます。 

倍率を指定するときは、「倍率」を ONにして、「率」を設定します。 
合わせて文字も伸縮するときは、「文字サイズは固定」を OFFにします。 
「OK」をクリックします。 
 

4 

汎用機能_9



お問い合わせ Z130460 

2 

 

「伸縮」ダイアログの「マウス指定」を ONにします。 1 

文字を伸縮したくないときは、「文字サイズは固定」を ONにします。 3 

 
・縮尺率を指定して伸縮したい場合は、「縮尺」を ONにして 
「伸縮前の縮尺」→「伸縮後の縮尺」を設定します。 
なお、伸縮前の縮尺には、現在の図面縮尺が自動的に表示されます。 

 

マウスで指定した範囲に収まるように伸縮する方法 

伸縮する範囲を指定します。 4 

伸縮するデータを選択します。 2 

【文字サイズは固定：ON】 【文字サイズは固定：OFF】

指定した
範囲に伸縮

指定した枠の
大きさに伸縮

範囲の左上が
表の基準位置
になる

汎用機能_10



お問い合わせ Z130590 

1 

 

Ａ 

交差する線分間の角度を描く方法を教えてください。 

寸法線」メニューの「角度入力（寸法）」を使うと、線分間の角
度を計測して入力することができます。マウスを指定する位置に
よって、内角か外角かが決まります。 

汎用機能 
 

Ｑ 

「寸法線」メニューから「角度入力」を選びます。 1 

角度を測りたい 2つの線分を順にクリックします。 2 

汎用機能_11



お問い合わせ Z130590 

2 

 

角度の寸法位置をクリックします。 
※「度分秒」、「°」など単位の切り替えも可能です。 4 

内角を測る場合は指定した 2線間の内側、外角を測る場合は 2線間の外側でクリックします。 
ここでは、内側をクリックします。 3 

汎用機能_12



お問い合わせ Z130250 

1 

 

Ａ 

寸法線の文字だけを移動する方法を教えてください。 

「寸法線」メニューの「寸法文字移動」を使用します。 

汎用機能 
 

Ｑ 

「寸法線」メニューから「寸法文字移動」を選びます。 1 

移動する寸法文字を選んで、文字の移動先をクリックします。 
※ 移動先は、任意に指定できます。 2 

 
・寸法線の線分を指定すると引き出し線が表示され、引き出し線付きの文字移動ができます。 

 

汎用機能_13



お問い合わせ Z130415 

1 

 

Ａ 

部品などの塗り潰しの上下を入れ替える方法を教えてく
ださい。 

部品同士のように表示レベルが同じ塗り潰しは、「ハッチング」
メニューの「塗潰し順入替」で表示順を入れ替えるます。 
シンボルと部品のように表示レベルが異なる塗り潰しは、「ハッ
チング」メニューの「塗潰し属性変更」で表示レベルを変更する
ことで、表示順を変えることができます。 

汎用機能 
 

Ｑ 

「ハッチング」メニューから「塗潰し順入替」を選びます。 1 

「塗潰し順入替」ダイアログの「前面」を ONにして、表示順を上にしたい部材をクリックします。 
 2 

塗り潰しの表示順を入れ替える方法 

汎用機能_14



お問い合わせ Z130415 

2 

 

 
・塗り潰しと重なっている線を削除したい場合は、「削除」メニューの「クリップ」を使用して削除します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・これらの編集は、「属性変更」や「一括作成」の「図面化」、「編集」メニューの「図形復元」などで元の表示に 
戻るため、注意が必要です。 

・部品同士のように表示レベルが同じデータは、後から入力したデータが上に表示されます。 

表示順を上にしたい部材をクリックします。 2 

塗り潰しの表示レベルを変更する方法 

「塗り潰し属性変更」ダイアログの「表示レベル」を「最上（柱・3D）」に変更して、「OK」をクリッ
クします。 3 

「ハッチング」メニューから「塗潰し属性変更」を選びます。 1 

汎用機能_15



お問い合わせ Z130150 

1 

Ａ 

付近見取り図の画像を配置する方法を教えてください。 

「画像」メニューの「画像配置」を使用して、画像を配置します。 

汎用機能 
 

Ｑ 

「画像」メニューから「画像配置」を選びます。 1 

デスクトップなど特定のフォルダにある画像を配置するときは、「画像選択」ダイアログで「任意のフ
ォルダを開きます。」をクリックします。 
※ 画像ファイルの保存場所によって選ぶメニューが変わります。 

2 

「カラーラスタファイル読込」ダイアログで、ファイルを選び「開く」をクリックします。 3 

汎用機能_16



お問い合わせ Z130150 

2 

 
「画像配置：（カラーラスタ）」ダイアログで画像を配置する方法を設定します。 4 

1点 画像サイズを設定し、基準点のみ指定して配置します。 

1点＋方向 画像サイズを設定し、基準点と方向を指定して配置します。 

2点 指定した 2点の基準点に合わせて配置します。 
指定した 2点に合わせて画像サイズが変わり 
ます。 
 
 
 

矩形フィット 図面上で指定した矩形内に納まるように配置します。 
指定した矩形の大きさに合わせて画像サイズが変わります。 
 
 
 
 

 

画像を配置します。 5 

【矩形フィット】 

汎用機能_17



お問い合わせ Z130475 

1 

Ａ 

Webで検索した地図や PDFファイルに記載されている
地図を図面に取り込む方法を教えてください。 

「画像」メニューの「スクリーンショット」を使うと、モニタに
表示されている画面をキャプチャーして、図面に画像として貼り
付けることができます。 

汎用機能 
 

Ｑ 

モニタにキャプチャーする画面を表示します。 1 

「画像」メニューから「スクリーンショット」を選びます。 2 

手順 1で表示した画面に戻り、モニタ全体が白くなります。画像にする範囲をドラッグします。 3 

画面をキャプチャーして画像として貼り付ける 

汎用機能_18



お問い合わせ Z130475 

2 

ZEROの画面に戻ります。 
「スクリーンショット」ダイアログで画像を確認して、画像を配置する方法を設定します。 4 

1点 画像サイズを設定し、基準点のみ指定して配置します。 

1点＋方向 画像サイズを設定し、基準点と方向を指定して配置します。 

2点 指定した 2点の基準点に合わせて配置します。 
指定した 2点に合わせて画像サイズが変わり 
ます。 
 
 
 

矩形フィット 図面上で指定した矩形内に納まるように配置します。 
指定した矩形の大きさに合わせて画像サイズが変わります。 
 
 
 
 

 

画像を配置します。 5 

【矩形フィット】 

汎用機能_19



お問い合わせ Z130475 

3 

画像のスケールを合わせる 
配置した地図の画像を、実際の距離に合わせて伸縮する方法を紹介します。 

「画像」メニューから「伸縮」を選びます。 1 

対象の画像をクリックして、伸縮する基準点をクリックします。 2 

「カラーラスタ伸縮」ダイアログの「寸法指定」を ONにして、「OK」をクリックします。 3 

距離がわかっている 2点をクリックします。 4 

汎用機能_20



お問い合わせ Z130475 

4 

指定した 2点間の距離を入力して、「OK」をクリックします。 5

汎用機能_21



お問い合わせ Z130190 

1 

 

 

Ａ 

よく使う図や表を登録する方法を教えてください。 

「2D」メニューの「登録」を使用して、2D部品に登録できます。 

汎用機能 
 

Ｑ 

「2D」メニューから「登録」を選びます。 1 

選択方法が「要素範囲」であることを確認します。 2 

登録するデータを選択して、基準点をクリックします。 
ここで指定した基準点が、部品を配置する際の基準点となります。 3 

「登録タイプ選択」ダイアログで「固定」を ONにして、「OK」をクリックします。 4 

汎用機能_22



お問い合わせ Z130190 

2 

  

ページ名称を変更する場合
はこちらから変更します。

「部品登録」ダイアログの「グループ」で新しいグループを選び、「変更」をクリックします。 5 
「グループ名称変更」ダイアログでグループ名を入力し、「OK」をクリックします。 6 

部品を登録する欄を選び、「OK」をクリックします。 7 

「名称変更」ダイアログで「名称」を入力し、「OK」をクリックします。 8 

汎用機能_23



お問い合わせ Z130435 

1 

 

Ａ 

作成した図面を回転する方法を教えてください。 

「移動」メニューの「回転」を使って、指定したデータ・文字を
回転します。 

汎用機能 
 

Ｑ 

「移動」メニューから「回転」を選びます。 1 

回転するデータを選択します。 2 

汎用機能_24



お問い合わせ Z130435 

2 

 
指定する回転の角度に合わせて、文字列もそのまま回転させる場合は、「回転」ダイアログの「無制御」
を ONにします。 
※ 選択した文字列を回転させない場合は、「固定」を ONにします。 
※ 文字列の角度がある範囲になった場合に 180 度回転させる場合は、「正規化」を ONにします。 

3 

回転の中心点、開始角、終了角を順にクリックします。 4 

文字列の角度について 
・「回転」ダイアログの「無制御」「固定」「正規化」によって、文字列（寸法値を除く）の回転は、次のように異な
ります。 

・寸法値と「正規化」が ONのときの文字列は、「物件初期設定：CAD関連－寸法・引出線」の「寸法文字反転角
度」にある「始角」「終角」の設定で正規化されます。 

【無制御】 【固定】 【正規化】

寸法線：常に正規化 寸法線：常に正規化寸法線：常に正規化

汎用機能_25



お問い合わせ Z130400 

1 

Ａ 

部品や表などの一部の線だけを削除する方法を教えてく
ださい。 

ツールバーの「パック化選択切替」を OFFにすると、1本単位
で線分を選択できます。不要な線分を選択後、削除します。
編集後は、「パック化選択切替」を ONに戻します。

汎用機能 

Ｑ 

・「削除」メニューの「クリップ」コマンドでは、指定した範囲の内側のデータ、または外側のデータを削除する
ことができます。 

【内消の場合】 

汎用機能_26



お問い合わせ Z130675 

1 

 

Ａ 

柱をまとめて削除する方法を教えてください。 

「属性別選択」を使って、柱だけを選択して一括削除します。 

汎用機能 
 

Ｑ 

ツールバーの「属性別選択」をクリックします。 1 

「属性別選択」ダイアログの一覧から「柱」を選択して「OK」をクリックします。 
柱だけが選択された状態になります。 2 

汎用機能_27



お問い合わせ Z130675 

2 

「削除」メニューから「削除」を選びます。 3 

・手順 2の「属性別選択」ダイアログで「詳細」をクリックすると、通し柱など柱の特定の種別だけを選択
することができます。

汎用機能_28


	汎用機能
	目次
	図形の面積を測る方法
	線分や文字の色を変更する方法
	間隔を指定して平行線を描く方法
	捨て線として印刷に出ない仮の線を入力する方法
	表にExcelデータを取り込んで入力する方法
	表を大きくする方法
	交差する線分間の角度を描く方法
	寸法線の文字だけを移動する方法
	部品などの塗り潰しの上下を入れ替える方法
	付近見取り図の画像を配置する方法
	Webで検索した地図やPDFファイルの地図を図面に取り込む方法
	よく使う図や表を登録する方法
	作成した図面を回転する方法
	部品や表などの一部の線だけを削除する方法
	柱をまとめて削除する方法




